
生活科学系コンソーシアム第 21 回会議 議事録 
 
日時： 平成 29 年 3 月 22 日（水） 11:00～12:30 
場所： 日本女子大学 香雪会館２０３教室 
 
出席者：（敬称略） 
 コンソーシアム構成学会より連絡担当者計 15 名 
  国際服飾学会            山村明子 

日本衣服学会            阿部栄子 
公益社団法人日本栄養・食糧学会   鈴木恵美子 

  一般社団法人日本家政学会      松本美鈴 
  日本家庭科教育学会         志村結美 

公益社団法人日本食品衛生学会    井部明弘 
日本食生活学会           佐々木弘子 

  一般社団法人日本調理科学会     笠倉知子 
  服飾文化学会            岡田宣世 
  一般社団法人日本繊維製品消費科学会 小柴朋子 
  生活経済学会            上村協子 
  一般社団法人日本保育学会      守随香 
  特定非営利活動法人日本栄養改善学会 赤松利恵 
  一般社団法人日本健康心理学会    岸太一 
  日本健康科学学会          中村順子 
           
  日本学術会議 健康・生活科学委員会、家政学分科会委員 
    小川宣子、塚原典子、香西みどり、薩本弥生、渋川祥子、沖田富美子、多屋淑子、

都築和代、工藤由貴子、藤原葉子、倉持清美、片山倫子       
 
欠席者：構成学会 
    日本消費者教育学会、公益社団法人日本食品科学工学会、日本健康医学会、 

公益社団法人こども環境学会、 
 

日本学術会議 健康・生活科学委員会、家政学分科会委員 
本田由紀、永富良一 

 
資料 
〇出席者名簿 



〇生活科学系コンソーシアム第 20 回会議議事録（案） 
 〇平成 28 年度活動報告案 
 〇平成 28 年度決算報告案 
 〇平成 29 年度活動計画案 
 〇運営委員一覧 
 〇平成 29 年度予算計画案 
 〇平成 29 年度構成学会行事予定表 
 〇構成学会の会長及び連絡係の氏名および連絡先一覧 
 〇会費口数 
 
議題 
（１）生活科学系コンソーシアム第 20 回会議議事録（案）の承認（香西） 

生活科学系コンソーシアム会議第 20 回会議議事録（案）について説明があり、承認さ

れた。 
（２）平成 28 年度活動報告および決算案（塚原、薩本） 
  12 月 22 日の第 5 回生活科学系コンソーシアムシンポジウムの出席は 43 名で活発な議

論があったこと、交流会は約 30 名の参加との報告があった。決算案については途中経過

であり、最終案とあっているかどうかを確認することとした。 
（３）平成 29 年度の活動計画案および予算計画案（塚原、薩本） 
  活動計画案として、第 22 回会議は平成 29 年 9 月予定、於日本学術会議、第 23 回会議

は平成 29 年 12 月予定（シンポジウムも同日）、場所未定、第 24 回会議平成 30 年 3 月

予定（博士論文発表会も同日）、於お茶の水女子大学との提案があり、承認された。シン

ポジウムの運営は日本保育学会、こども環境学会、日本健康心理学会、博士論文発表会に

ついては家政学分科会は藤原葉子委員、構成学会からは日本栄養食糧学会、日本健康科学

学会との提案があり、承認された。 
予算計画案については、指摘があり、一部を修正した（懇親会➡交流会、支出計 321,000

円➡337,000 円）。 
（４）その他 
  特になし 
 
報告（小川） 
１．家政学分科会からの報告 
① 以前から行っていた提言「生きる力のさらなる充実を目指した家庭科教育への提案」

は家政学の充実を含み、家庭科教育は重要という提言であるが、２つに分割して提出する。

2 月に教員養成の立場から、9 月に教えられる立場から（学ぶ人の立場から）とする。提

言を提出する前にパブリックコメントをいただく意味もあって 2 月にシンポジウムを開



催し、提言を修正して提出した。 
② 親委員会の健康・生活科学委員会は 3 月 11 日にシンポジウムを行った。タイトルは

これからのいのちと健康と生活をまもるー災害時に生き抜くための力を養うー」。工藤委

員が「いのちと健康と生活をまもる」教育について講演した。 
③ 23 期の会員の半分が改選される。（外からみると）家政学がどういうものかわかりに

くいので、生活者の視点がわかるようなタイトルで論文発表してほしい。学術会議におけ

る家政学分科会のメンバーは増えてきたので、今後減らさないことを目指す。 
 

（２）第 8 回生活科学系博士課程論文発表会について（塚原） 
 塚原委員より第 8 回生活科学系博士課程論文発表会について資料に基づき説明があっ

た。2017 年 3 月 22 日（水）13:00～17:00 に日本女子大学香雪館 202 室で行われる。交

流会は 70 年館大学生協食堂で行う。発表者 9 名に学術奨励賞と図書券を渡す。 
（３）その他 
 １）次年度事業計画案の検討依頼（小川） 
   次期総会までに案の作成を依頼。 
 ２）構成学会平成 29 年度行事予定表一覧提出依頼（阿部） 
   6 月いっぱいとする。HP に様式掲載。阿部委員からも連絡する。 
 ３）構成学会会長及び連絡係の氏名および連絡先の確認（阿部） 
   変更するときは HP に様式があるのでそれを用いて連絡する。また後援名義を使用 

してほしいことと、その連絡をメールですることの依頼。 
 ４）平成 29 年度年会費の確認依頼（薩本） 
 構成学会の口数 平成 28 年度は 68 口 
 平成 29 年度の会費は総会のときに会費依頼をし、9 月いっぱいに支払いを依頼。 

 
                                 以上 
 


